
当院のGCAPについて 2012.3.17 
臨床工学技士 加藤 裕介 

臨床工学技士とは？ 

● 臨床面 … GCAP 透析治療 等 
● 工学面 … 機器装置の操作 ・ 管理 ・点検 等 

医療機器を扱い臨床面・工学面から患者様の治療に携わる人材です。 

GCAPとは？ 専門的に言うと顆粒球除去療法の事です。両腕に針を刺し 
体外循環させ、顆粒球を選択的に除去する吸着筒に血液を 
通し治療を行う療法です。 

副作用の種類 
① 頭痛 
② めまい・嘔気 
③ 腹痛 

・7割りの方は副作用はないです 
・副作用が出現したとしても症状は軽度です  
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副作用の種類と発生頻度 

症状なし 軽度の頭痛 発熱 

めまい/嘔気 腹痛 その他 

治療条件 
時間 ： 60 ～ 90分 
血流量 ： 30ml/min 
針刺し部位 ： 両腕（各1本） 

5-ASA製剤 ・ 栄養療法 
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写真の7名でﾛｰﾃｲｼｮﾝを組んでいます。 
女性ｽﾀｯﾌも2名従事しています。 
各専門のｽﾀｯﾌと連携をとりながら治療を行っています。 
治療枠の変更や食事、症状等疑問に思う事があれば何でも相談して下さい！ 



特殊血液浄化室 

当院では、特殊血液浄化室にてGCAP治療を行います。 
 
 治療担当 ： 臨床工学技士（常時2名） 
 病床数   ： 4床 （4名まで同時治療可能） 
 ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞﾁｪｱ 3床 ﾍﾞｯﾄ 1床 
 特徴 … ｶｰﾃﾝにて間仕切り可能（個室感覚）☆ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの保護 
     TV無料 
     冷暖房完備 
     壁は温かみのある色を採用 

治療中は、TVや読書、音楽を聴いたりする事も出来ます！！ 
  皆様にｽﾄﾚｽなく治療をうけて頂ける様日々改善に努めています。 

当院の予約体制 

予約時間帯 火 水 木 金 土 

午
前 

8：30～11：30         ○ 

午
後 

13：10～16：00 ○ ○ ○ ○ ○ 

夜
間 

18：05～20：40 ○ ○ ○ ○   

・ 治療日程は、火曜日～土曜日 
・ 治療は全て予約制です。 
・ 平日は夜間の時間帯も可能 
・ 土曜日は午前と午後となります 

☆ 当院の特色 

1：お仕事や学業の妨げにならない様 
   夜間帯での治療にも対応しています。 

2：GCAPのﾒﾘｯﾄの一つと言える 
   外来での治療が可能です。 

GCAP治療が皆様の生活の一部に感じられる様な 
治療環境を目指したいと考えています。 

よくある質問 

太い針を刺すんですよね？ 
痛いですよね？？  A. 体外循環を行う場合には採血時の針より太い針を用います。 

痛み軽減の為、麻酔ｼーﾙをお渡しします。 

☆ ペンレスを貼るコツ 3か条 

① ﾍﾟﾝﾚｽを貼る部位をよく洗う 
② 治療1時間〜2時間前に貼る 
③ 貼った後暖める 

貼る機会がある時は一度試してみてください 


